
6広報 おおさき

　

台
風
や
大
雨
は
、
毎
年
の
よ
う
に

本
県
を
襲
い
、
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
突
然
襲
っ
て
く
る
地

震
と
は
違
い
、
事
前
に
情
報
が
得
ら

れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
防
災

行
政
無
線
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
情
報

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
台
風
の
備
え

・
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象
情

報
を
よ
く
聞
き
、
進
路
な
ど
を
確
認

す
る
。
台
風
が
近
づ
く
と
深
夜
で
も

気
象
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

・
出
来
る
だ
け
外
出
は
控
え
る
。

・
早
い
時
期
に
家
の
周
り
を
見
回
り
、

飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
室
内
に
し

ま
う
。
無
理
な
よ
う
な
ら
、
固
定
す

る
な
ど
飛
散
防
止
対
策
を
！

・
雨
戸
・
看
板
・
塀
な
ど
は
、
倒
れ

な
い
よ
う
に
固
定
す
る
。

・
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
や
携

帯
ラ
ジ
オ
な
ど
の
防
災
用
品
を
準
備

す
る
。

■
強
風
対
策

・
も
の
ほ
し
ざ
お
や
植
木
な
ど
の
飛

ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
片
付
け
る
。

・
ア
ン
テ
ナ
な
ど
は
、
支
持
棒
や
針

金
で
固
定
す
る
。

・
雨
戸
を
閉
め
る
。
無
い
窓
は
、
ガ

ム
テ
ー
プ
を
は
っ
て
、
カ
ー
テ
ン
を

ひ
く
。

・
車
庫
、
物
置
な
ど
は
、
支
柱
を
太

い
針
金
、
ロ
ー
プ
な
ど
で
固
定
し
て

お
く
。

・
屋
根
の
瓦
や
ト
タ
ン
は
飛
ん
だ
り
、

め
く
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
補
強
す

る
。

・
庭
木
な
ど
は
、
支
柱
な
ど
を
使
い

幹
を
補
強
す
る
。

■
大
雨
に
備
え
る

・
排
水
溝
や
雨
と
い
の
掃
除
を
し
て

お
く
。

・
川
沿
い
の
家
は
、
土
手
や
堤
防
に

危
険
箇
所
が
な
い
か
見
て
お
く
。

■
台
風
や
大
雨
が
襲
っ
て
き
た
と
き

・
と
き
ど
き
家
の
周
囲
を
見
回
り
、

危
険
が
な
い
か
確
認
す
る
。

・
川
沿
い
の
家
は
、
水
か
さ
の
増
加

に
注
意
す
る
。

・
浸
水
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
家
財
道
具
や
食
料
品
、
衣
類
、

寝
具
な
ど
の
生
活
用
品
を
高
い
場
所

へ
移
し
て
お
く
。

・
大
雨
が
長
く
続
く
と
地
盤
が
緩
み
、

が
け
崩
れ
が
発
生
す
る
危
険
が
あ
る

の
で
、
十
分
注
意
す
る
。

・
避
難
に
備
え
て
、
貴
重
品
な
ど
の

非
常
持
出
品
の
準
備
、
数
日
分
の
飲

料
水
、
食
料
を
確
保
し
て
お
く
。

■
台
風
や
大
雨
が
去
っ
て
も
注
意

・
台
風
や
大
雨
が
去
っ
て
も
、
土
砂

災
害
に
は
引
き
続
き
注
意
が
必
要
で

す
。

・
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
前
に
は
、

普
段
は
わ
き
水
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら

水
が
噴
き
出
す
、
が
け
の
斜
面
を
小

石
が
転
が
り
落
ち
る
な
ど
の
前
兆
現

象
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

・
こ
の
よ
う
な
現
象
を
発
見
し
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
避
難
す
る
と
と

も
に
、
大
崎
町
役
場
消
防
交
通
係
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
連
絡
先
】

大
崎
町
役
場
消
防
交
通
係
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台
風
・
大
雨
に
対
す
る
備
え
は

十
分
で
す
か
？

　鹿児島県の６５歳以上の高齢者の割合が，ほとんどの市町村で２５％を超

えており，大崎町でも平成１８年５月31日現在，約３０％となっており，今

後ますます増加する傾向にあります。

　このような状況の中で，高齢者ができる限り住み慣れた家庭や地域の

中で，健康で生きがいをもって暮らしていけるように『すこやか長寿社会

づくり運動』の浸透・普及を促進するため，平成１８年４月１日から平成

20年3月31日まで，菱田地区の川越義盛さんが鹿児島県知事から『推

進協力員』として委嘱されました。

【問い合わせ先】

長寿社会推進センター（鹿児島県社会福祉センター内）

� 099－ 250－ 7441

すこやか長寿社会運動推進協力員に
　　　　　　　川越義盛さんが委嘱されました

川越　義盛さん


